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バンクロフト糸状虫仔虫の定期出現性に関する研究

其の二 数種の薬物の末梢血内仔虫出現に及ぼす影響
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こ本論真の要旨は第22, 23回日凍寄生虫学会総会に於いて発表した)

緒　　　　　　　　言

バてングロフト糸状虫仔虫の定期出現横序の

解明の目的にて,著者は轟に先ず定期的仔虫

出現の経過,様相を臨床的に観察し報告した.

著者の観察した症例に於いても,例外なく

明確な夜間定期出現性が認められたが, ⊥方

出現する仔虫数の消長及びその出現経過はJ

全く不規則で一定した法則が見出し難く'一

回のみの採血,算定では仔虫数の増減,多寡

さえも判定し得ないことを知り,本現象の本

番の難解さを改めて痛感した.

在来も定期出現性の研究に就いては数多の

報告があるが,之と.關達して或程の薬物によ

る昼間末栴血円仔虫誘出現象がある.例えば

スチブナール(北条),アンチモナール(明

石),アンチモンコロイドAMC(福円)等

の注射により昼間でも仔虫が証明され,診断

的価値もあることが報告されている｡叉サル

ヴ丁ルサン(岡田), 7ドu/ナ1)ン, (Lynchl*,

了トロビン(菅沼,岡田)'塩酸バiバ{.べ1)ン

(岡淫]),塩酸エメチン(岡淫リ)Jサント/-

ル〔岡田)等が使用され,或程度の昼間誘出

作用のあることが認められたものもある.

著者は新糸状虫治療薬｢スパトニン｣に強

力な仔虫昼間請出作用のあることを発見しJ

簡単にして最も優秀なる請出珪としてI取少

敢えず片峰I森口と共著にて予報として速報

して患いた.

之等薬剤による仔虫の昼間末棺血内出現が

夜間の定期出現と同一磯序に依るものか否か

疑問であるが,興味ある現象と言わなけれぼ

ならない.

著者はスパトニンその他数種の薬剤に就い

ての実験症例を追加し,更に広く定期出現に

及ぼす影響を観察し得たので一括して報告し

たい.

菅　　駐　　方　　法

先ず予備検査として'仔虫保有者に就き24時間に

亘り1-2時間毎に耳粟より60cmin採血しJその各々

の仔虫数を算定しI仔虫の陰性又は短く僅少腸性の

風間に於いて,便宜上正午を期Lて素襖査を開始し

rrd

民間仔虫宗田宋験とLては,ピベラヂン剤(-I

ラヴン,スパトニン〕JコンムニンJゾルスチポサ

ン,チビオンJバl'バU,)ルミンD.ナイトロミンク　サ

ルフアン,アイロタイシン,プロトミンの10珪の葦

剤を内服或は注射の形とLて授与し,投与の直前'

2.5#, 5分, lo牙, 15分, 30分, 1時間' 2時間'

3時間, 4-5時間後同様に採血L.仔虫積を算定Lた.
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各種薬剤の査問仔虫請出作用

1）ピベラヂン割（トdiethylcarbamyl－4－m8－

thyl－Piperaヱine⊂itrate〕

スパトニン〔掛売，錠剤）Jへトラザン（錠剤〕

0・1～0・3gr，或はスパトニン10％注射液1cc（皮下

注〕を夜間仔虫旗性者31例に用いたが∫全例に於い

て例外なく屁問に仔虫の尭棺血内出現を認めた．そ

の出現の経過を執るとJ債用2．5分後にほ或着では

既に相当数の仔虫の出講を見，引き続いて仔虫数は

急速に増加し23例ほ5～15分の間に最高値に達し

た．その後ほ漸次減少の憤向をとりJ4t‖・・・・5時間後に

は消失するものも出て来る．その2～3例を図京すれ

ば第1図の通りである．筒出頭する仔虫数ほ概ね夜

間出現仔虫数と平行関係があるが，中には夜間のそ

れに匹敵し或ほこれを凌駕するものさえ見出される．

愚老の性I年令とほ特別の関係は認められない．夜

間仔虫の僅少なるものゝ中にほかゝる定型的坦現を

見ずJ最高出現時刻が幾分連れるものもある．出現

第1固　ピベラヂン剤に依る屁問仔虫請出曲線

正午投与　　　　　　　（4例）
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l；どベラヂン剤投与

仔虫数と投与量とは無関係の様であるが，－一般忙仔

虫の出現は注射の場合が早く，錠剤投与の場合は幾

分連れる様な感を受ける〔第1表）．凍剤投与に依

り誘出された仔虫は，何れも酒癖な運動性を京して
●

いる．

侍糸状虫症ヰ状を有する愚者で夜間仔虫を発見し

碍ない5例に同様の実験を待ったが，仔虫の出現ほ

見られなかった．

2）＄亡hwart王ma鵬n清適

仔虫保有者7例にコンムチン〔藤沢）1．Occを度
l

下注射Lたが71蜘〔症例34〕由みにピベラヂ）剤

に依る場合と全く同様の著明な誘出現象を認めたが，

他の症例では僅少の仔虫出現を見たものもあるが，

概ね影響ほないようであった．

0・岳～0・5亡C静注の場合には，6例中5例に於い

て中等度の仔虫出甥を認めた．この仔虫出現経過ほ

2・5－5分後より既に少数の仔虫を就め，約1時間後

愚者は悪感戦喋を訴え，仔虫数も此の前後が最高で

あった。その誘出作用ほピベラヂン剤に比して旗弱

でほあるがJ最高夫々37，7，11，5，14垂の仔虫

を認めた．陰性のi例〔症例44）でほ其関有の惑感
l

戦慄を認めなかった（第貞義〕．

仔虫陰性の愚者モは前者と両様，庄虫由出現を認

めなかった．

3〕其の他中条潮

ゾ几スチボサンタ　チビオンJバりレナ　ルミンD，ナ

イトロミンJアイロタイシン，ブロトミン，サルフ
l

アンを応周したがJゾバしスチボサン宏例中1例テ　チ

ビオンの2例JバりLJサルフナンの1例に極く少数

の仔虫出頭を見たのみでき著由な誘出作用は認めら

れなかった（第3表）．

ピベラヂシ軸の定期出現性に及ぼす影響

仔虫保有者9例に就き，予め前日の定期出現仔虫

数を24時間に亘り算定Lておき，定期出現と瞳々の

組合せに依りク　スパト土ン0．1grを与えて，其の径

2～4日間に亘り2時間毎に採血Lて，爾後の定期出

環に及ばす影響を観察した．

1〕正午た投輿Lた場合

仔虫を殆んど発見し得葦い正午に，スパトニン

0．1grを授与するとJ前記と同様の経過をとって仔

虫の請出が見られ，出現した仔虫数ほ概ね10～30分

径を最高としてJその後は減少するが全くほ消失せ

ず，少数の仔虫を出現しつゝ夜に入り次第に曙段的

に増加j何れも明け方に最高を京した．然L出頭仔

虫数は前夜に比し格段に少なくJ時間的に幾分後方

にずれている感を受ける．日出緩も仔虫は消失せ

◆ずJ屁問も中等度の仔虫出現を持続Lている．次の

夜に入り仔虫数は増加して，第1例では仔虫数は実

験前の数値に近く快復している．第3日目の昼間で

も持続的に或いほ散発的に少数の仔虫が見られる．
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第1表　　ピベラヂン割に依る仔虫誘出成置

症例　性　年令

仔　　　　　　虫　　　　　　数・

前夜
l
直前2・5′　5′10，15′　30，1st　2st　3st　4st　5sL

摘　　　　要

スパJニン粉末0．1gr内服

ク　　　　ク　　　　ク

ク　　　　ク　　　　ク．

√

ク　　　　ク　　　　ク

ク　　　　ク　　　　ク

ク　　　　　ク　　　　タ
ー

タ　　　　ク　　　　ク

ク　　　　ク　　　　ク

ク　　　　〃　　　　ク

ク　　　　ク　　　　ク

ク　　　　ク　　　　ク

ク　　　　′ケ　　　　ク

ク　　　　ク　　　　ク

ク　　　　ク　　　　ク

ク　　　　ク　　　　ク

ク　　　　ク　　　　ク

ク　　　　ク　　　　ク

ク　　　　ク　　　　ク

ク　　　　ク　　　　ク

ク　　　　ク　　　　ク

ク　　　　ク　　　　ク

ク　　Iク　　　　ク

■－　ク　　　　ク　　　　ク

1′　8　　45

2　　8　　13

3　　a　　29

4　　告　　26

5　　8　　24

6　　　看　　12

缶　　52

苗　　57

ア

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

2ア

28

29

30

31

古

8

8

宇

苧

？

看

看

古

宇

看

8

苧

甲

宇

8

8

看

8

8

8

8

8

22

21

26

50

14

47

14

26

22

35

63

15

14

20

22

43

24

22

30

26

20

21

66

92　　0　　3　31　62　44　32　50　4115　20　16

278

1571

46

75

475

27

7

3

30

43

77

26

62

8

2

140

1

12

5

7

1

10

0　1　65　63　57　48　28　35　23　28

3　3　5　51　57　49　45　28　33

1　115　16　16　10　37　　7　　5　11

0　　0　118　30・41　7　　7　　3　13

0　97125　99　84　60113　79　65

0　　5　12　　3　　4　　3　　2　　0　　0　　　　0

0　　0　1　2　　2　　3　　6　　2　　0　　　　0

0　　0　　0　　0　　2　2　1　1　0　1

0　　0　0　　4　16　1ア　7　　5　4　3　　5

0　0　28　31　20　6　6　5　1　7

7　　　　5　51　34　35　36　　6　12　　9

0　　　　4　　3　　4　　0　　0　　0　1

0　　　12　　7　　4　1　1　0

0　　　　1　0　1　0　　0　　0

0　　　　1　1　1　0　　0　　0

0　　105　95　96　40　20　17

0　　　　2　1　1　0　　0　　0

0　　　　3　　2　　4　1　1　0

0　　　　　　　0　　5　　モ享　　　14　16

0　　　　　　15　　　14　　　　6　　4

0　　　　　3　　0　1　0

0　　　　0　　3　10　　8

650　170　　　572■336365291313186152　　　　　　　　ク

48　60　48　4ア　35　27　28　　　　　〃0　　2

0　　0

91　　1

8　　　口

68　　4

89　　0

35　　　0

75　　2

50　　　0

2

2

2　1　0　　0　0　0

17　　　　30

11　　　27

0　1　36　15　12　14

104　32

58

ク

（マレ

錠剤

0　　　　　　ク　　　ク

50　　　38　20　へトラザン　ク

19　　　25

4　　7

40　43　49

13　15　　6　　8　1

ク

イ種〕

ク

ク

ク

ク　　　　ク　　　　ク

スパトニン幣束0．3grク

10％スパトニン液】．cc皮下注

ク　　　　ク　　　　ク
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第2轟　コンムニンに依る誘出成鍔

症例

32

33

34

35

36

3ア

38

39

40

41

42

43

44

性 年令
仔　　虫　　数

博夜i直前芦・5・5′10′15・30′1st2訳3st4st5st
摘　　　　　　要

呂

8

缶

8

呂

告

8

古

8

8

8

占

6

18

26

20

9

24

17

23

20

26

20

18

25

30

1

46

156

63

51

9ア

38

144

17

40

45

389

4

0　0　0　0　0　0　0

2　1　0　0　2　0　2

3　35　55　25　28　2213

0　0　0　t）　0　0　0

0　0　0　0　0　0　0

1－　0　0　2　2・2　1

1　1　0　　0　0　0

20　22　25　30　26　3ア

0　5　7　5　6　5

1　0　1　0　0　2

0　3　2　0　0　4

2　7　9　2　5　4

0

＊

23

7ヰ

2‥き

串

5

▼上－

1一■’

1　0

1　3　　　　1

4　2　　　　3

0　　0

0　　0

3　1

0　　0

19

4

11

4

4

21　　　14

2

8

0

10

3

14

0

0　　　0　　　0　0　0　0　0　0　0

串印：悪感戦慄を呈せる時期

第3喪の1　諸種薬剤に．依る請出成蹟

1・Occ　皮下注射

ク　　　　　　ク

ク　　　　　　ク

ク　　　　　　ク

ク　　　　　　ク

ク　　　　　　ク

ク　　　　　　ク

0・3c亡　静脈内注射

ク　　　　　　ク

0．5cc　　　　ク

ク　　　　　　ク

ク　　　　　　ク

ク　　　　　　ク

仔　　　　　虫　　　．数

前夜

萱

臣

症例 性 年令

′45　　古　　66

46

47

4∈享

49

50

51

52

53

古

宇

古

宇

8

古

8

8

20

9

45

5ア

23

28

22

26

薬　　　　　　剤

ゾ几スチボサン3・Occ筋注

ク

チビオン　0．3gT内　服

タ

メ　ル　1．Occ皮下注

ルミンD lOOγ静　注

ナーィトロミン50mg静注

アイロタイふン300mg内服

プロトミン　5．Occ静注

f
直前2．5／5′10I15130，1st2st＋3st4st5st

35

267

475

91

68

67

33

6

38

2　　3　0　　0

1　2　1

3　　5　　2　　0

0　0　0　0

0　0　3　2

2　0　0　2

0　0　0　1

0　　　　0　0

0　　　　0　0

0

7

2

1

1

1

0

0

0

0　　0　　0

2　　5　　2

5　　2　　0

0　　0　　0

2　1　3

0　1　1

0　書0　0

0　　0　0

0　0　0

1　3

0　　2

1

0　－0

0　　　　0

0　　0　　0

0　0　　0

その2例を第2，3図に図京した．即ちスパトニン

0・1grの唯1回の内服に依り，前壊3日間，ア2時間

に亘り屁問でも仔虫が出現し，定期出講性に狂いが

認められる．

2〕年長6時に按輿Lた場合

午箆6時三乱即ち拝虫の出現が始まろうとする時

期にスパトニン0・1grを投与すると，屁問の場合と

同様の曲線を画いて，何れも誘出現象を起こし，仔

虫数ほ急激に増加し，10～15分後に最高値を京Lた．

この場合出熱増加Lた仔虫数はそのまゝ定期出頭

に移行して更に増加を続けるのではなくて，底間の

場合と同俵の経過をとって一応減少し，3～4時間後
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第3表の2

仔　　　虫　　　数

時刻l8101呂占1昌aチ芸占1言古1…占1喜占1∃al岩占1芸61喜占

年令

症例卜性
薬　　　　　　剤

54 8 18 サルフアン2．Occ筋注
〔前夜10時〕

前日

当日

：：セロ‥発熱の時期

近景低値を示し，その数は第3例でほ19隻（午後9

時〕，第4例でほ15隻（午後10時〕で前夜の仔虫数

的240隻には比すべくもない．即ち定期出現に於い

て概ね最高値近い多数の仔虫が出頭する午後10時男

に最も低い値を戻す．一旦減少した仔虫数もその後

時間と共に増加し，恰も夜の定期出頭が改めて始ま

る様な型をとって，⊥っのピークを作り，日出と共

に域少する．しかも出頭仔虫数は著明に少ない・即

ち午後6時にピベラジン剤を投与すると，誘出され

た拝虫は一旦滅少し，然る後改めて定期的の夜間出

現が始まり，特有の曲線を画いている．翌日及び翌

々日底間に於いても依然中等直の仔虫出現を持続す

ることは展開投与の場合と同債であって，屁間でも

第3例で10→33豊，第4例では20－51隻を示した・

前渡3日間に亘り定期出現に著調な混乱が見られる

ことは事実であって，殊に第4例の如きほ風間でも

34－51隻前後の仔虫出頭を認め，夜間の出講仔虫数

との間に苛んど差異を見ず，定期出現性が完全に消

失したと云っても過言ではない．夜間の出甥仔虫数

は著調に滅少して3日間の聞にほ快復していない

〔第4，5図〕．

3）午前零時に授輿Lた場合

2別に就き午前零時即ち仔虫数が殆んど最高値を

示す時刻に授与すると，その前は2例とも鵬ミ前日

に似た曲線を画いて仔虫ほ増加し午前零時に於い

て前日の同時刻に概ね匹敵する118隻及び216隻に達

したが，スパトニン0．1grを授与すると，仔虫数はこ

の陸よりも更に増加する憧向は少なく，却って請出

の場合の後半の現象である仔虫の滅少J消失過程が

著明にあらわれ，定期出現の場合の曲線よりも急坂

をなして，仔虫数ほ速やかに減少J概ね2～4時間

21　5　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0

22　0　3ヰ　2　210　0　0　0　0　0

後に最任値に達し，前日の同時刻の出頭仔虫数に比

べ著明に低い値を示す様になる．その後仔虫数ほ再

び上昇し，明け方に減少，一定した特異的＝室山の

曲線を画く．勿論後出の仔虫の数ほ少ない．即ち仔虫

の闇盛った時期に投与するとJそれ以上に仔虫ほ増

加しないで，仔虫の減少の面のみが著明にあらわれ

る．其の蹟も民間よりも夜間に出環仔虫数ほ多いがJ

紐仔虫数は滅少している．少なくとも前後3月問に

亘っては明け方から昼間にかけても，可成りの仔虫

数，即ち第5例では25－51隻，第6例21～31隻の出

頭が見られ，定期出頭性に相当な混乱状態が見られ

ることは前述の場合と同様である（第6，7図〕．

4〕年前6時に技輿Lた囁合

1例に就き，午前6時即ち仔虫の急激に減少，消

失する時刻に投与すると，仔虫数は45笠蓬減少して

来ていたものが，再び誘出に依る急激な増加，続いて

減少が起るが，その後の経過は夜間の仔虫数の著

明な滅少が見られると同時に2日間に亘り，屁間で

も17－60隻の出現を持続しJ仔虫出現曲線ほ緩やか

となり，定期出現憧向は相当不明確となる（第8図〕．

5〕＝ヨ3回蓮槙操典の場合

2例に就き，バ＼トラザン0・1及び0・05grを毎食後

授与して，仔虫の出現及び減少，消失の経過を親察

した．何れも第1回目の投与直後より，昆間も仔虫

は持続的に出頭し，夜間出現仔異数の漸減と相保つ

て定期出現の形態は崩れ，甚しい場合には夜間より

も屁間に於いて仔虫数が多く，定期出現が逆転した

様な図を呈する時期もある．一般に仔虫出甥曲線は

平坦となり，投与回数の増加と共にその出現仔虫数

は急速に減少し，遂には消失への過程を辿っている

（第9図〕．
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絶　括　及　び　考　接

仔虫保有者54例に昼間ビベラヂン剤，コン

ムニン，ゾルスチポサン，チビオン，パル，

ルミンD，ナイトロミン，アイロタイシン，

プロトミン，サルフアン等を投与すると，ピ

ベラヂン剤の内服或は皮注，コンムニンの静

注サルフアン筋注等従来試みられなかった薬

物に於いて，昼間末柿血内に仔虫が出期する

ことを知った．

その請出の程度には種々の選庭があるがクー

殊にピベラヂン剤に於いては，0．1gr内服と

いう簡単な操作で，しかも短時間内に垂例に

例外なく請出が見られ，卓いものでは脂相接

2．5分で既に仔虫を証明し，大部分は∫乃至

15分以内に最高値に達している．その仔虫数

も極めて多く，中には夜間の仔虫数を凌駕す

るものもある．従来もアンチモン剤その他糸

状虫症に有効であると考えられる薬物に，仔

虫請出作用があることが視ぜられているが，

ビベラヂン剤の誘出作用は比較にならない程

強力なものであって，臨床診断に応用して最

も優秀なる昼間請出決と言い得る．

コンムニンを用いると，皮下1．Occ注射で

は1例を除き他は殆んど影響を見なかったが，

0．3～0．5ccを静注すると6例中∫例に於い

て中等魔の昼間仔虫請出が見られた．この場

合注目すべきは，その5例は約1時間後悪感

戦懐，発熱を来たし，その前後に最高仔虫数

を認めたことで，サルフ1アンの場合も仔虫の

出現は発熱時期と一致している．Mansonは

熱性体温は定期出現を不整ならしめると云いI

志賀及び高月は悪感戦懐時のみ仔虫を証明し

た糸状虫症のヱ例を報告Lている．叉最近森

口は勃発作時に屡々末梢血円仔虫の陽性化す

る事を認めている．悪感戦慄，発熱が仔虫の

出現と関係があるか否かに就いては，之を否

定するものもあり（田宮），俄かに之を論ずる

ことは出来ないがI大腸菌培養淀液の静注に

依り，仔虫の請出がおこることは興味ある事

実である．■

ゾルスチポサン及び其の他の薬物では，大

部分に於いて有力なる請出期果は見られなか

った．

更に定期出現と種々の組合わせを以ってJ

唯一回スパトニン0．1grを頓用させ，爾後2

－4日に亘り仔虫の出現，消長の様相を観察

tバてみると，全例に於いて前述と同様の著明

な仔虫の請出現象が缶こり，午後6時，午前

零時等の如く，仔虫の漸次増加に向いつ1あ

る時期及び殆んど最高値を示す即ち仔虫の出

盛る時刻に投与した場合でも，昼間と略々同

様の曲線を画き，請出された仔虫数も3－5

時間壊に必ず減少し，夜間に於いては更に上

昇して，後半夜叉は明け方に仔虫の増加を認

める．即ち請出された仔虫はそのま1定期出

現に移行して潮次仔虫数の増加を見るのでは

なくして，請出された仔虫は3－∫時間以内

に血中より消失し，爾後新しく出現した仔虫

が漸次増加し，改めて夜間定期出現の形をと

る様に感ぜられる．従ってその夜の曲線は二

つの山を持った特長を示し，午壊6時に与え

た場合には，何時も非常に多数の仔虫が証明

される午筏10時頃に最低の谷を作る．治療

の目的を以ってピベラヂン剤を1日3回投与

する場合，第3回目の投与が午壊6時頃にな

ることが普通であるが，投与筏の毎夜10時の

測定値を以って直ちに仔虫の減少，消長の程

度を速断することは危険である．何れの時刻

に投与した場合でも唯1回の投与にて，爾後

の夜間の出現仔虫数は著明に減少し，同時に

昼間にも3－4日間に亘り可成りの数の出現

が見られ，定型的な週期的夜間出現に可成り

著明な混乱の来ることは明らかであり，甚だ

しいものでは症例4の様に，その出現曲線は

昼夜を通じて平坦となり，定期出現が完全に

消失したと云っても過言でない例も観察され

る．治療の目的で0．1grづ1を1日3回連続

に授与して行く場合には，投与の度毎に仔虫

請出の現象を繰り返しながら，漸次出現仔虫
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数は減少して，中には昼夜の出現仔虫数が逆

転するものもあって，定期出現性は全く消失

し，遂には仔虫の消失を来してくる．

以上の如くピベラヂン剤0．1grの投与に依

り，その直後に著明な仔虫請出を見ると同時

に定期出現性に重大な影響を与えることを知

った．見本割に依る仔虫の請出現象と消滅と

は表裏一体の関係がある様に想像される．

仔虫の定期出現の磯序に就いての先人の諸

説を見ると，▲仔虫側に原因を求めるもの主，

宿主たる生体にその原因壷求めるものとに大

別出来る．血流中に見られる仔虫の出現の模

様を見ると，仔虫は集団を作って血流に流さ

れていると云う感があり，叉顕微鏡下の仔虫

の運動から見ても血流忙選っての自主的運動

は殆んど不可能と考えられる．従ってピベラ

ヂン剤の脹軌こ依る仔虫の請出，夜間の出現

も共に直接贋物に対する或は太陽光銀に対す

る，仔虫の趨向性又は反趨向性のみを以って，

簡単に就明することは出来ない．
1

結

バンクロフト仔虫保有者61例に就いて，諸

種薬剤の定期出就に及ぼす影響を観察した。

1）ピベラヂン剤（スパトニン，へトラザ

ン）を昼間投与すると，極めて短時間内に著

明なる仔虫の末栴血内請出現象を認めた．

2〕コンムニン静注では中等度の仔虫出現

を認めた．

3）ゾルスチポサン，チビオン，パルJル

ミンD，ナイトロミン，アイロタイ●シンク　プ

ピベラヂン剤佗依って請出された仔虫は，

旺んな運動性を示し，又佐々は本箆の追試を

行って，請出された仔虫がアカイエカ体内に

於いて，充分成熟幼虫に空で発育することを

証明して居り，Hewitt等は試験管円に於い

ては，本剤は

を報告L．てい

少なくともこ

虫に対して，

る．Hewitt

胞に作用し，

Filariacidの作用のないこと

る．これらの事貫から見ても，
ヽ

の程度の血中濃度では殆んど仔

障碍作用はないものと推定され

はピベラヂン剤は網状織円被紬

オブソニン様物質を産生するこ

とを述べている．

仔虫の誘出磯序は夜間定期出現のそれとは

或は別のものかも知れないが，ピベラヂン灘

0．1grの脂用に伐り，5分内外刀短時間内に

流血中に入るその量は極めて微量のものと想

像されるが，この微量のピベラヂン剤の存在

に依って厳然たる定期出現性が著明に且つ敏

感に影響される事実は大いに注目すべき事で

ある．

論

ロトミン，サルにアンでは著明な請出現象は

見られなかった．

4〕ピづラヂン剤0－・1grの唯1回の投与に

依り，3－4日間は昼間にも仔虫は持続的に

出現し，夜間の出現仔虫数は減少し，定期出

現性に重大なる影響を与えた．

5）1ビベラヂン剤を連続投与すると，請出

現象を繰り返しながら，定期出現性は崩壊し，

仔虫は消失して行づた．

髄筆に当り懇切なる御指導並びに軸校閲の労を執られた北村教授，片峰助教

授に深甚の謝意を表す．筒兼研究は昭和27年度文部省科学研究費補助金の一

部に依ったもので此処に記して謝意を表す．

文

参考文献ほ「其の三」未尾に一括Lて掲載する．

献

〔昭29．7・15受付）




